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資
料
紹
介

史
料
研
究　
『
兼
仲
卿
記
』紙
背
文
書　

正
応
元
年
七
・
八
月
巻

本
稿
は
、「
史
料
研
究　
『
兼
仲
卿
記
』
紙
背
文
書　

正
応
元
年
二
・
四
・
五
・
六

月
巻
」（
本
誌
一
五
三
集
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。
以
下
「
旧
稿
1
」
と
記
す
）、

「
史
料
研
究　
『
兼
仲
卿
記
』
紙
背
文
書　

正
応
元
年
八
月
巻
」（
本
誌
一
八
六
集
、

二
〇
一
四
年
三
月
。
以
下
「
旧
稿
2
」
と
記
す
）
に
引
き
続
き
、『
兼
仲
卿
記
』
紙

背
文
書
の
う
ち
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
七
・
八
月
巻
所
収
の
文
書
を
対
象
に
、
本

文
の
翻
刻
・
校
訂
と
内
容
の
考
察
の
成
果
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
兼
仲
卿
記
（
勘
仲
記
）』
は
鎌
倉
後
期
の
中
級
貴
族
で
あ
る
勘
解
由
小
路
兼
仲
が

記
し
た
日
記
で
、
自
筆
本
は
現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
「
廣
橋
家
旧
蔵
記
録

文
書
典
籍
類
」（
資
料
番
号
Ｈ
―
六
三
）
の
一
部
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回

校
訂
・
翻
刻
お
よ
び
研
究
の
対
象
と
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
正
応
元
年
七
〜
八
月
の

巻
の
紙
背
文
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
巻
は
現
在
、
八
月
十
三
日
よ
り
二
十
八
日
ま

で
の
巻
（
資
料
番
号
八
〇
七
―
一
。
便
宜
的
に
「
八
月
巻
」
と
記
す
）
と
、
七
月

一
日
よ
り
八
月
十
三
日
ま
で
の
巻
（
資
料
番
号
八
〇
七
―
二
。
便
宜
的
に
「
七
・
八

月
巻
」
と
記
す
）
の
二
軸
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
八
月
巻
（
旧
稿
2
）
の

後
を
う
け
て
、
七
・
八
月
巻
所
収
の
紙
背
文
書
に
関
す
る
研
究
成
果
を
公
表
の
対
象

と
す
る
。
な
お
、『
兼
仲
卿
記
』
お
よ
び
そ
の
紙
背
文
書
、
記
主
の
勘
解
由
小
路
兼

仲
の
概
要
に
つ
い
て
は
旧
稿
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
・
八
月
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
紙
背
文
書
は
計
二
三
点
で
あ
る
。
年
未
詳
・
年

月
日
未
詳
の
文
書
が
多
い
が
、
作
成
時
期
が
判
明
も
し
く
は
推
測
し
得
る
も
の
に

限
っ
て
見
れ
ば
、お
お
む
ね
建
治
元
年（
一
二
七
五
）か
ら
弘
安
十
一
年（
一
二
八
八
）

正
月
ま
で
の
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
伊
勢
神
宮
お
よ
び
伊
勢
国
の
所

領
に
関
す
る
申
状
・
書
状
類
や
、
摂
津
国
住
吉
社
に
関
す
る
文
書
、
多
武
峯
九
品
院

院
主
職
相
論
関
係
文
書
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、『
鎌
倉
遺
文
』
未
収
文
書

は
八
点
あ
る
。

今
回
の
公
表
に
あ
た
り
、
二
〇
一
一
年
三
月
三
日
・
八
月
二
五
日
の
二
度
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
研
究
会
構
成
員
に
よ
る
原
本
熟
覧
を
実
施
し

た
。
そ
の
際
、
高
橋
一
樹
氏
（
現
・
武
蔵
大
学
）
に
は
種
々
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
今
回
の
公
表
部
分
の
担
当
・
執
筆
お
よ
び
原
本
の
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熟
覧
・
調
査
に
あ
た
っ
た
研
究
会
構
成
員
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
五
十
音
順
）。

生
駒
孝
臣
、
木
村
英
一
、
栗
山
圭
子
、
曽
我
部
愛
、
樋
口
健
太
郎
、
古
野
貢
、

正
木
有
美
、
松
永
和
浩
、
水
野
智
之

こ
の
文
の
執
筆
は
木
村
が
、全
原
稿
の
取
り
ま
と
め
と
編
集
は
樋
口
が
担
当
し
た
。

【
凡　

例
】

（
1
）
文
書
の
配
列
は
原
本
の
そ
れ
に
従
っ
た
。

（
2
）
冒
頭
に
、
そ
の
巻
の
通
し
番
号
、
文
書
名
、『
鎌
倉
遺
文
』
の
巻
数
・
文
書

番
号
（「『
鎌
』
巻
―
号
」
の
形
で
記
す
）
を
記
し
た
。
ま
た
、文
書
名
は
『
鎌
』

の
そ
れ
を
適
宜
改
め
た
。

（
3
）
史
料
本
文
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

（
4
）
欠
失
文
字
は
□
・
□
□
□
□
、
塗
抹
文
字
は
■
で
表
示
し
、
見
せ
消
ち
は
抹

消
文
字
の
左
傍
に
〻
を
付
し
た
。
ま
た
、
文
字
は
見
え
る
が
判
読
で
き
な
い
文

字
は
■
で
表
示
し
、
挿
入
記
号
は
◦
を
用
い
た
。

（
5
）
翻
刻
・
校
訂
担
当
者
が
付
し
た
注
は
、
右
傍
に
（　

）
で
記
し
た
。

（
6
）
改
行
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。
た
だ
し
紙
幅
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、 

」
を
付

し
て
追
い
込
み
と
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
7
）
【
語
句
】
に
は
人
名
・
地
名
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
記
し
た
。〔　

〕
内
の

番
号
は
、
文
書
の
本
文
中
に
付
し
た
注
番
号
に
対
応
し
て
い
る
。

（
8
）
【
解
説
】
は
当
該
文
書
に
関
す
る
内
容
や
重
要
事
項
な
ど
、
本
研
究
会
の
成

果
を
ま
と
め
た
。

（
9
）
【
墨
映
文
書
】
は
影
字
の
有
無
を
中
心
に
、
対
応
す
る
紙
背
文
書
や
確
認
さ

れ
た
文
字
な
ど
、
最
低
限
の
事
項
を
記
し
た
。

（
10
）
【
関
連
史
料
】
は
『
兼
仲
卿
記
』（
表
の
日
記
）
と
紙
背
文
書
を
中
心
に
掲
げ

た
。
紙
背
文
書
の
所
収
巻
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
弘
安
七
年
二
月
巻
で
あ
れ
ば

「
弘
安
七
・
二
紙
背
」
の
形
で
記
し
た
。
ま
た
、
正
応
元
年
二
月
・
四
月
・
五
月
・

六
月
巻
お
よ
び
八
月
巻
と
七
・
八
月
巻
に
つ
い
て
は
「
1
―
①
」
の
形
で
通
し

番
号
の
み
記
し
、
そ
れ
以
外
の
巻
の
場
合
は
『
鎌
』
の
巻
数
・
文
書
番
号
を
あ

わ
せ
て
記
し
た
。

（
11
）
【
参
考
文
献
】
は
当
該
文
書
全
体
に
関
わ
る
も
の
を
掲
げ
、
個
別
の
語
句
の

み
に
関
す
る
文
献
は
【
語
句
】
の
当
該
項
に
ま
わ
し
た
。

（
12
）
各
項
目
末
に
翻
刻
・
校
訂
担
当
者
名
を
記
し
た
。

6　

正
応
元
年
七
・
八
月
巻
紙
背

①　

某
注
進
状　

　
　

○
『
鎌
』
一
六
―
一
一
九
七
六

　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

処
迯
出
之
後
興

〔
一
〕願

令
同
宿
事
、

□
僧
経

〔
二
〕能

者
興
願
之
舎
兄
也
、
先
年
殺
害
神

〔
三
〕人

光
綱
□

令
追
放
社

〔
四
〕家

輩
■

（
悪
党
カ
）

■
□
□
■
興
願
令
同
宿
□

持
事
、

□
興
願
所
従
松

〔
五
〕石

冠
者
盗
犯
露
顕
之
間
、
検
断
使
懐
□

不
動
之
処
、
為
隠
自
科
、
専

〔
六
〕聖

抜
刀
令
差
殺
事
、

□
集
置
諸
国
悪
党
於
坊
中
、
或
致
自
国
他
国
之
狼
□

或
成
安

〔
七
〕倍

野
引
剥
等
之
悪
事
々
、

（
右
カ
）所

見
聞
条
々
記
録
如
此
、
委
旨
不
遑
羅
縷
、
仍
注
□

（
進
）□    

□
件
、建

治
元
年
七
月　

日

【
語
句
】〔
一
〕
興
願　

津
守
順
盛
。
住
吉
社
神
主
津
守
氏
の
一
族
。
遁
世
し
て
興
願

と
号
す
。
住
吉
社
神
宮
寺
塔
・
荘
厳
浄
土
寺
別
当
。
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
八

月
八
日
、
荘
厳
浄
土
寺
に
お
い
て
自
害
。

〔
二
〕
経
能　

興
願
の
兄
。
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〔
三
〕
神
人
光
綱　

不
明
。

〔
四
〕
社
家　

摂
津
国
住
吉
社
を
指
す
。

〔
五
〕
松
石
冠
者　

不
明
。

〔
六
〕
専
聖　

興
願
の
息
子
。

〔
七
〕
安
倍
野　

摂
津
国
東
成
郡
。
現
大
阪
市
阿
倍
野
区
。
四
天
王
寺
と
住
吉
社
の

中
間
に
位
置
し
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
両
者
の
間
で
、
当
地
の
領
有

を
め
ぐ
る
堺
相
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

【
解
説
】
こ
こ
で
悪
行
を
訴
え
ら
れ
て
い
る
興
願
・
経
能
・
専
聖
の
三
人
は
、
摂

津
国
住
吉
社
神
主
津
守
氏
の
一
族
で
あ
る
。
こ
の
一
族
は
、
興
願
の
祖
父
の
證

盛
以
来
、
住
吉
社
神
宮
寺
塔
な
ど
の
同
社
境
内
に
所
在
す
る
諸
寺
院
の
別
当
を

代
々
世
襲
し
て
い
た
。
本
文
書
と
同
時
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
建
治
元
年

（
一
二
七
五
）
七
月
十
六
日
興
願
・
最
盛
等
擯
出
状
で
は
、
本
文
書
に
み
え
る
悪
行

に
加
え
て
、
悪
党
の
扶
持
・
神
主
の
館
へ
の
打
入
り
な
ど
を
理
由
に
、
社
家
一
同

の
衆
議
と
し
て
興
願
一
族
の
住
吉
社
か
ら
の
追
放
と
、
神
宮
寺
塔
別
当
職
へ
の
再

任
不
可
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

【
関
連
史
料
】
建
治
元
年
七
月
十
六
日
興
願
・
最
盛
等
擯
出
状
（
正
応
二
・
四
〜
五

紙
背
、『
鎌
』
一
六
―
一
一
九
七
七
）、（
年
月
日
未
詳
）
左
兵
衛
尉
藤
原
某
等
連

署
状
案
（
6
―
⑨
）。

【
参
考
文
献
】
生
駒
孝
臣
「
平
安
・
鎌
倉
期
の
住
吉
社
境
内
寺
院
と
津
守
氏
」〔『
大

阪
の
歴
史
』
七
五
、
二
〇
一
〇
年
〕、
加
地
宏
江
「
津
守
氏
古
系
図
に
つ
い
て
」〔『
人

文
論
究
』
三
七
―
一
、
一
九
八
七
年
〕、
同
「
津
守
系
図
諸
本
に
つ
い
て
」〔『
人
文
論

究
』
四
八
―
四
、
一
九
九
九
年
〕、
同
「
藤
井
本
津
守
系
図
に
つ
い
て
」〔『
関
西
学
院

史
学
』
二
八
、
二
〇
〇
一
年
〕。

（
生
駒
孝
臣
）

②　

前
参
河
守
某
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
未
収

御
所
望
事
、
以
此
旨

具
可
御
奏
聞
之
由

候
也
、
恐
々
謹
言
、

　
　

正
月
七
日　

　

前
〔
一
〕参

河
守
（
草
名
）

【
語
句
】〔
一
〕
前
参
河
守　

年
代
等
確
定
で
き
な
い
た
め
不
明
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

（
古
野
貢
）

③　

某
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
未
収

申
御
沙
汰
候
、
互
奉
□

之
志
候
之
間
、
如
此
申
入
候
□

随
御
計
可
存
知
候
、
恐
□

（
々
）

謹
言
、

　
　

正
月
三
日　

　
　
　

■
□

　

右
〔
一
〕少

弁
殿

【
語
句
】〔
一
〕
右
少
弁　

勘
解
由
小
路
兼
仲
ヵ
。

【
解
説
】
本
文
書
は
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
八
月
紙
背
に
書
か
れ
て
い
る
。
本
文

書
の
二
通
前
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
「
某
注
進
状
」
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）

の
年
紀
を
持
つ
。
ま
た
本
文
書
の
後
ろ
二
通
は
、
い
ず
れ
も
弘
安
十
年
（
一
二
八

七
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（『
鎌
倉
遺
文
』
参
照
）。
一
方
、
勘
解
由
小
路
兼
仲
は

弘
安
十
年
十
二
月
十
日
、
前
任
の
平
仲
兼
が
左
少
弁
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
右

少
弁
に
任
じ
ら
れ
、
翌
弘
安
十
一
年
（
正
応
元
年
）
十
月
二
十
七
日
に
左
少
弁
と

な
る
ま
で
務
め
て
い
る
（『
弁
官
補
任
』）。
以
上
の
点
か
ら
、
本
文
書
の
右
少
弁
を

勘
解
由
小
路
兼
仲
と
推
測
し
た
。
こ
の
推
測
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、本
文
書
の
「
正
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月
三
日
」
を
弘
安
十
一
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

（
古
野
貢
）

④　

神
祇
権
大
副
大
中
臣
某
挙
状　

　
　

○
『
鎌
』
第
二
一
―
一
六
三
二
八

進
上

　

正
〔
一
〕四

位
上
度
会
神
主
邦
房
申
状
一
通

　
　
　

外
宮
祢
宜
職
可
被
加

〔
二
〕任

由
事

右
、
向
後
祢
宜
職
加
任
事
、
雖
非
無
思
慮
候
、

無
雑
怠
而
、
被
改
替
之
間
、
難
供
奉
廿
年

□
（
一
カ
）度

遷
宮
之
由
、
歎
申
之
旨
、
不
便
之
次
第

候
歟
、
邦
房
許
被
許
加
補
之
條
、
可
為
何
様
□

（
候
カ
）

哉
、
依
難
抑
留
、
執　

奏
候
也
、
以
此
旨
可
令
申
□

□
給
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

八
月
一
日　

　
　
　
　

神
〔
三
〕祇

権
大
副
大
中
臣
（
花
押
）

進
上　

　

 

四
〔
四
〕位

大
史
殿

【
語
句
】〔
一
〕
正
四
位
上
度
会
神
主
邦
房　

度
会
氏
は
伊
勢
の
豊
受
大
神
宮
（
外

宮
）
の
禰
宜
を
務
め
た
一
族
。「
度
会
氏
系
図
」（
徴
古
館
所
蔵
、『
続
群
書
類
従
』

巻
一
七
九
）
に
よ
る
と
、
邦
房
は
盛
房
の
子
と
あ
る
。
弘
安
十
年
七
月
日
度
会
神

主
邦
房
解
（『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
一
〇
）
に
自
ら
の
こ
と
を
「
七
旬
有
餘
之
老
躰
」

と
記
し
て
い
る
。

〔
二
〕
加
任　

寺
社
に
お
い
て
、
あ
る
職
に
定
員
外
で
補
任
さ
れ
る
こ
と
。

〔
三
〕
神
祇
権
大
副
大
中
臣　

花
押
の
形
状
よ
り
大
中
臣
定
世
と
推
定
さ
れ
る（『
鎌
』

二
一
―
一
六
三
一
三
・
一
六
三
七
〇
・
一
六
四
一
〇
参
照
）。

〔
四
〕
四
位
大
史　

小
槻
秀
氏
、
あ
る
い
は
小
槻
顕
衡
。
弘
安
十
年
二
月
一
日
、
と

も
に
左
大
史
に
還
任
さ
れ
る（『
兼
仲
卿
記
』同
日
条
）。
こ
の
と
き
従
四
位
下
。『
兼

仲
卿
記
』
弘
安
十
一
年
十
月
二
十
七
日
条
に
四
位
大
史
と
み
え
る
。『
兼
仲
卿
記
』

紙
背
文
書
に
は
小
槻
秀
氏
の
文
書
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
（『
鎌
』
二
一
―
一

六
二
五
九
・
一
六
三
二
一
・
一
六
三
七
四
・
一
六
三
七
五
）、
本
文
書
は
小
槻
秀
氏

に
あ
て
た
も
の
か
。

【
解
説
】
神
祇
権
大
副
大
中
臣
某
（
定
世
ヵ
）
が
度
会
邦
房
に
外
宮
禰
宜
職
を
補
任

さ
れ
る
よ
う
執
奏
し
た
挙
状
。
弘
安
十
年
の
発
給
か
。
な
お
、
弘
安
十
年
七
月
に

度
会
邦
房
は
度
会
行
忠
の
外
宮
禰
宜
職
を
改
替
し
、
自
ら
が
加
任
さ
れ
る
よ
う
申

請
し
た
（『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
一
〇
）。
こ
こ
に
は
外
宮
と
内
宮
の
禰
宜
職
が
増

員
さ
れ
た
永
延
元
年
（
九
八
七
）
十
二
月
以
降
の
経
緯
が
略
記
さ
れ
て
い
る
。
行

忠
は
伊
勢
神
道
の
興
隆
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

【
関
連
史
料
】
弘
安
十
年
七
月
日
度
会
邦
房
解
（『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
一
〇
）。

【
参
考
文
献
】
鎌
田
純
一『
中
世
伊
勢
神
道
の
研
究
』〔
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八

年
〕、
平
泉
隆
房
『
中
世
伊
勢
神
宮
史
の
研
究
』〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
〕。

　
（
水
野
智
之
）

⑤　

神
祇
権
大
副
大
中
臣
某
申
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
六
四
一
〇

去
九
月
外

〔
一
〕宮

遷
宮
夜
、
宮
中

刃
傷
人
事
、
就
祢

〔
二
〕宜

等
解
状

重
言
上
候
之
處
、
于
今
無
御
左
右

候
之
間
、
与
奪
緩
怠
之
由
、
祢
宜
等
頻
鬱

申
候
、
縡
絶
常
篇
候
、
忩
可

有
申
御
沙
汰
候
、
仍
言
上
如
件
、

　
　
　

十
二
月
三
日　

神
〔
三
〕祇

権
大
副
大
中
臣
（
花
押
）

謹
上　

蔵
〔
四
〕人

少
輔
殿
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【
語
句
】〔
一
〕
外
宮
遷
宮　

外
宮
は
豊
受
大
神
宮
（
伊
勢
市
豊
川
町
）。
外
宮
の
遷

宮
（
造
替
）
は
二
〇
年
に
一
度
の
式
年
で
行
わ
れ
る
。

〔
二
〕
祢
宜　

伊
勢
神
宮
で
は
祭
主
・
宮
司
庁
（
大
中
臣
氏
）
の
下
に
禰
宜
・
権
禰

宜
が
本
宮
庁
（
禰
宜
庁
）
を
構
成
す
る
。
内
宮
禰
宜
庁
の
荒
木
田
氏
に
対
し
、
外

宮
禰
宜
庁
は
度
会
氏
が
占
め
る
。

〔
三
〕
神
祇
権
大
副　

花
押
は
伊
勢
神
宮
祭
主
の
大
中
臣（
岩
出
）定
世
の
も
の（「
花

押
カ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
Ｐ
）。
定
世
に
つ
い
て
は
5

―
③
参
照
。

〔
四
〕
蔵
人
少
輔　

勘
解
由
小
路
兼
仲
。
蔵
人
少
輔
は
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
正

月
十
三
日
〜
同
十
年
十
二
月
二
十
日
（『
職
事
補
任
』）。

【
解
説
】
三
ヶ
月
前
の
外
宮
遷
宮
の
夜
に
起
き
た
神
宮
内
で
の
刃
傷
事
件
に
つ
い
て
、

神
祇
権
大
副
が
朝
廷
に
再
度
対
応
を
求
め
た
も
の
。
こ
こ
で
の
神
祇
権
大
副
は
神

宮
禰
宜
の
解
状
を
上
申
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祭
主
の
任
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
中
臣
定
世
の
祭
主
、
兼
仲
の
蔵
人
少
輔
在
任
期
の
う
ち
、
外
宮
の
遷
宮
は
弘
安

八
年
九
月
四
日
の
仮
殿
遷
宮
、
同
十
年
九
月
十
五
日
の
正
遷
宮
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
九
月
で
、
他
の
史
料
で
刃
傷
沙
汰
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
後
者
で

は
遷
宮
当
日
に
天
平
賀
六
五
九
口
が
参
宮
雑
人
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
事
件
が
生

じ
て
い
る
（『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
十
年
十
月
二
十
四
日
条
、
同
十
一
年
二
月
九
日

条
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
五
八
・
一
六
三
四
三
）。
さ
ら
に
新
殿
・
古
殿
の
心
御

柱
、
宝
殿
、
神
宝
な
ど
の
破
損
が
相
次
い
だ
（『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
十
年
十
月
二
十

七
日
条
・『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
七
三
、
同
十
一
年
二
月
七
日
条
・『
鎌
』
二
一
―

一
六
三
六
一
、
九
日
条
・『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
八
九
、『
公
衡
公
記
』
同
十
一
年

正
月
十
一
日
条
・『
鎌
』
二
一
―
一
六
四
七
九
・
一
六
四
八
〇
）。
こ
の
異
常
事
態

を
外
宮
は
朝
廷
へ
報
告
し
た
が
、
朝
廷
の
反
応
は
鈍
く
、
年
が
明
け
た
正
月
か
ら

よ
う
や
く
軒
廊
御
卜
を
行
い
、
対
策
を
講
じ
始
め
た
。
こ
の
刃
傷
事
件
へ
の
対
応

の
遅
れ
も
、
度
重
な
る
異
常
事
態
の
な
か
で
理
解
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
な
お
弘

安
・
正
応
年
間
（
一
二
七
八
〜
九
三
）
に
は
伊
勢
遷
宮
自
体
、役
夫
工
徴
収
の
不
調
、

杣
山
の
良
材
枯
渇
（『
公
衡
公
記
』
弘
安
六
年
七
月
七
日
条
）
に
祭
主
・
大
宮
司
両

職
を
め
ぐ
る
争
い
が
絡
み
、
遅
延
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

【
参
考
文
献
】
棚
橋
光
男
「
中
世
伊
勢
神
宮
領
の
形
成
」〔『
中
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』

塙
書
房
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
七
五
年
〕、
平
泉
隆
房
「
鎌
倉
中
期
の
遷
宮
と
そ

の
問
題
点
」〔『
中
世
伊
勢
神
宮
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
〕。（

松
永
和
浩
）

⑥　

九
品
院
院
主
栄
範
重
陳
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
一
〇
〈
第
一
紙
〉

□（
多
）□

武
峯
寺
九

〔
一
〕品

院
院
主
栄

〔
二
〕範

重
弁
申
、

□
良〔

三
〕忠

重
濫
訴
一
一
無
其
謂
上
者
、
早
被
停
止
無
尽
□
□　

□
訴
、
栄
範
可
預　

御
成
敗
□

（
愁
カ
）事

、

□
（
副
カ
）進□

通　

二
〔
四
〕条

殿
御
下
知
状
案
并
御
宛
文
案

□
通　

多
武
峯
執
行
三
綱
中
御
下
知
状
案

□
通　

良
〔
五
〕賀

法
印
注
置
証
文
案

□
通　

多
武
峯
多

〔
六
〕楽

院
内
九
品
院
注
置
状
案

□
通　

院
内
宛
文
案

□
通　

自
二
条
殿
被
仰
付
一〔

七
〕乗

院
家
状
案

□
通　

九
品
院
堂
塔
仏
具
等
破
却
注
進
状

□（
良
）□

忠
重
申
状
云
、
九
品
院
之
造
営
、
非
栄
範
私
力
、
還
贓
物
□
□　

□
重
科
云
々

取
詮

、
此
段
、
坊
舎
営
作
之
私
力
、
寺
中
無
隠
、
人
皆
知
□　

□
良
忠
申
状
者
、
院
内
何
可
申
補
于
栄
範
哉
、
尋
器
量
□　

□
然
之
処
、
今
良
忠

懸
心
于
南

〔
八
〕渕

仏
田
等
之
日
、
企
虚
□

（
誕
カ
）□　

□
□
偽
訴
者
也
、
弥
住
貪
欲
、
致
院
中
荒
廃
之
濫
妨
、
尤
仰
□　
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□
訴
状
云
、
致　

公
家
・
武
家
之
御
祈
禱
之
事
者
、
非
制
之
限
、
但
□

（
当
カ
）□　

□
者
、
於
所
務
者
、
尤
奉
仰　

摂
録

（
籙
）御

成
敗
之
条
、
先
傍
例
□

（
也
カ
）、

□　

□
□（

経
カ
）次

□（
第
カ
）之

□
（
沙

□汰

□掠

□申
カ
）□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
語
句
】〔
一
〕
九
品
院
〔
二
〕
栄
範
〔
三
〕
良
忠
〔
四
〕
二
条
殿
〔
五
〕
良
賀
法
印

〔
六
〕
多
楽
院
〔
八
〕
南
渕　

5
―
④
・
⑤
お
よ
び
6
―
⑳
・
㉑
参
照
。

〔
七
〕
一
乗
院
家　

信
昭
。
近
衛
兼
経
息
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
院
務
。
弘
安

九
年
（
一
二
八
六
）
六
月
十
四
日
没
。
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
四
月
十
六
日
〜

建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
七
月
十
二
日
・
弘
安
二
年
十
二
月
十
日
〜
同
四
年
四
月

六
日
興
福
寺
別
当
（『
興
福
寺
略
年
代
記
』、
大
山
喬
平
「
近
衛
家
と
南
都
一
乗
院
」

同
『
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ス
ト
社
会
・
中
世
日
本
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）。

【
解
説
】
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）、
多
武
峯
寺
内
九
品
院
の
院
主
職
お
よ
び
そ
の
所

領
で
あ
る
大
和
国
稲
（
南
）
渕
荘
内
塔
堂
・
干
川
両
名
を
め
ぐ
り
、
寺
僧
の
良
忠

と
栄
範
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
相
論
に
関
す
る
文
書
の
一
点
で
、
訴
人
良
忠
の

主
張
に
反
駁
を
加
え
た
論
人
栄
範
の
重
陳
状
で
あ
る
。
副
進
文
書
の
う
ち
五
点
目

ま
で
は
5
―
⑤
の
そ
れ
と
一
致
す
る
が
、「
自
二
条
殿
被
仰
付
一
乗
院
家
状
案
」・

「
九
品
院
堂
塔
仏
具
等
破
却
注
進
状
」
は
5
―
⑤
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
本
文

書
は
5
―
⑤
（
二
答
状
）
よ
り
後
に
作
成
さ
れ
た
三
答
状
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

後
欠
部
分
の
一
部
は
、
関
連
文
書
全
体
の
分
析
か
ら
、
弘
安
九
年
十
月
日
栄
範
重

陳
状
（
正
応
二
・
四
〜
五
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
一
一
）
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
5
―
④
・
⑤
お
よ
び
6
―
⑳
・
㉑
も
参
照
の
こ
と
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

（
木
村
英
一
）

⑦　

某
挙
状　

　

○
『
鎌
』
二
二
―
一
六
六
八
三

前
権
少
副
隆

〔
一
〕逸

与
外
宮
一
祢
□

（
宜
）

貞〔
二
〕尚

訴
論
伊

〔
三
〕良

胡
御
厨
内
□

却
地
事
、
任
被
仰
下
之
旨
、
加
下
□

候
之
処
、
貞
尚
請
文
謹
進
上
□

子
細
載
状
候
、
京
都
被
管
之
□

際
可
被
定
下
候
欤
、
以
此
旨
可
有

御
披
露
候
、
仍
言
上
如
件
、

　

□
□
□
□
□
□
□
□
□

【
語
句
】〔
一
〕
隆
逸　

大
中
臣
隆
逸
。
正
四
位
下
権
少
副
（「
大
中
臣
系
図
」『
続
群

書
類
従
』
巻
一
七
七
）。

〔
二
〕
貞
尚　

度
会
貞
尚
。
外
宮
一
禰
宜
（「
度
会
系
図
」『
続
群
書
類
従
』
巻
一
七
九
）。

〔
三
〕
伊
良
胡
御
厨　

三
河
国
渥
美
郡
に
所
在
し
た
伊
勢
神
宮
（
外
宮
）
を
本
所
と

す
る
神
領
。
現
愛
知
県
田
原
市
。
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
に
、
将
軍
源
頼
家
の

代
替
わ
り
の
宿
願
と
し
て
地
頭
職
が
停
止
さ
れ
、
神
宮
に
寄
進
さ
れ
た
関
東
寄
進

御
厨
。

【
解
説
】
鎌
倉
時
代
末
期
、
幕
府
は
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
で
弘
安
・
正
安
・
正

和
の
三
度
の
神
領
興
行
法
を
発
令
し
た
。
神
領
興
行
法
と
は
、「
か
つ
て
仏
寺
神
社

に
所
縁
の
あ
っ
た
所
領
を
、
現
在
の
権
利
関
係
を
無
視
し
て
、
す
べ
て
仏
神
に
返

却
さ
せ
る
」
と
い
う
法
令
で
、
買
得
な
ど
で
神
領
を
手
に
し
た
「
非
器
」
の
輩
の

当
知
行
が
停
止
さ
れ
、
所
領
は
寄
進
時
の
由
緒
が
あ
る
本
主
子
孫
に
返
却
さ
れ
た
。

本
文
書
は
こ
の
う
ち
弘
安
の
神
領
興
行
法
に
関
す
る
も
の
。
伊
良
胡
御
厨
内
神
田

の
う
ち
「
武
家
被
管
・
甲
乙
人
知
行
地
」
は
こ
の
法
令
に
よ
り
没
収
さ
れ
、
寄
進

時
の
給
主
の
近
流
に
あ
た
る
外
宮
禰
宜
貞
尚
が
領
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
貞
尚

は
さ
ら
に
祭
主
大
中
臣
家
庶
流
の
隆
逸
を
「
非
器
」
と
み
な
し
て
、
そ
の
権
利
を

侵
犯
し
た
た
め
、
隆
逸
は
公
家
法
廷
に
出
訴
し
た
。
雑
訴
評
定
で
の
判
断
は
、
神

領
興
行
法
に
よ
り
没
収
さ
れ
た
「
関
東
避
進
之
分
」
に
つ
い
て
は
、
貞
尚
の
領
有

を
認
め
た
も
の
の
、「
京
都
之
輩
領
知
分
」「
京
都
被
管
之
輩
領
知
」
に
つ
い
て
は
、
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神
領
興
行
の
適
用
外
で
あ
る
と
し
て
、
貞
尚
の
濫
妨
を
否
定
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
判
断
に
対
し
て
貞
尚
は
、
い
か
な
る
人
間
を
京
都
被
管
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
、

京
都
被
管
の
認
定
基
準
の
明
確
化
を
公
家
法
廷
に
要
求
し
た
。
神
宮
の
係
争
は
祭

主
を
通
じ
て
公
家
法
廷
に
伝
え
ら
れ
る
。
本
文
書
は
、上
記
の
点
を
た
だ
し
た
「
貞

尚
請
文
」
に
添
え
ら
れ
た
祭
主
大
中
臣
定
世
の
挙
状
と
考
え
ら
れ
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

【
関
連
史
料
】『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
九
年
十
二
月
三
日
条
、（
弘
安
九
年
）
後
十
二
月

七
日
度
会
貞
尚
申
状
（
正
応
元
・
十
一
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
九
二
）。

【
参
考
文
献
】
海
津
一
朗
『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
〕。

（
栗
山
圭
子
）

⑧　

某
申
状　

　

○
『
鎌
』
未
収

隆〔
一
〕直

朝
臣
申
大

〔
二
〕河

土
御
厨
并
桑

〔
三
〕名

神
戸
地
頭
職
事
、
於
為　

関
東
寄
附
□

地
者
可
有
子
細
、
以
沙
汰
未
断
之
間
、
可
□

両
方
所
務
之
由
、
任
被
仰
下
之
旨
、
即
加
下
知
□

但
於
当
神
戸
者
、
依
地
頭
職
■
建

〔
四
〕治

年
中

前〔
五
〕祭

主
隆
蔭
卿
之
時
、
関
東
為
御
祈
祷
□

当
職
被
寄
附
給
□
、
仍
月
別
勤
行
千
度
□

祓
毎
年
進
大
麻
之
御
祈
祷
料
所
候
、
而
隆
□

朝
臣
不
賜
関
東
御
教
書
、
不
得
亡
父
譲
状
、
不
□

一
紙
所
見
申
止
所
務
候
之
条
、
不
可
然
候
歟
、
或
□

御
祈
祷
料
所
事
、
為　

聖
断
、
於
彼
止
所
務
者
、

【
語
句
】〔
一
〕
隆
直
朝
臣　

大
中
臣
氏
。
伊
勢
神
宮
第
五
五
・
五
八
代
祭
主
。
隆
蔭

の
子
。
祭
主
在
任
は
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
十
二
月
十
九
日
〜
同
二
年
十
二

月
二
十
五
日
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
十
二
月
二
十
五
日
〜
同
六
年
十
二
月

二
十
五
日
（
死
去
）。
永
仁
六
年
十
月
十
九
日
、
従
三
位
に
叙
さ
れ
、
公
卿
に
列
す

る
（
以
上
、「
祭
主
補
任
」『
神
道
大
系　

神
宮
編
四
・
太
神
宮
補
任
集
成
（
上
）』

に
よ
る
）。

〔
二
〕
大
河
土
御
厨　

武
蔵
国
埼
玉
郡
・
足
立
郡
内
。
現
在
の
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松

伏
町
大
川
戸
を
中
心
に
、
松
伏
町
か
ら
越
谷
市
辺
り
に
か
け
て
の
利
根
川
流
域
一

帯
と
さ
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
正
月
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
本

来
頼
朝
の
相
伝
家
領
で
あ
っ
た
が
、公
私
の
祈
禱
の
た
め
に
伊
勢
豊
受
太
神
宮
（
外

宮
）
に
寄
進
し
、
権
神
主
度
会
光
親
を
も
っ
て
知
行
さ
せ
た
と
い
う
。

〔
三
〕
桑
名
神
戸　

伊
勢
国
桑
名
郡
内
。
現
在
の
三
重
県
桑
名
市
大
福
を
中
心
と
す

る
地
域
。
中
世
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
神
戸
と
は
、
神
郡
（
伊
勢
国
多
気
郡
・
度
会
郡
）

以
外
の
諸
郡
に
設
定
さ
れ
た
神
宮
領
を
さ
し
、
飯
高
神
戸
・
一
志
神
戸
・
安
濃
神
戸
・

鈴
鹿
神
戸
・
河
曲
神
戸
・
桑
名
神
戸
は「
六
処
神
戸
」と
総
称
さ
れ
た（
棚
橋
光
男「
中

世
伊
勢
神
宮
領
の
形
成
」〔『
中
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』
塙
書
房
、
一
九
八
三
年
〕
三
一

三
頁
）。
桑
名
神
戸
の
地
頭
職
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
十
月
、
鎌
倉
幕
府
に
よ

り
「
異
国
降
伏
」
の
た
め
、伊
勢
神
宮
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
（
関
東
寄
進
状
案
〈
正

応
元
・
九
紙
背
、『
鎌
』
一
六
―
一
二
〇
六
五
〉）。

〔
四
〕
建
治
年
中　

西
暦
一
二
七
五
〜
一
二
七
八
年
。

〔
五
〕
前
祭
主
隆
蔭
卿　

大
中
臣
氏
。
伊
勢
神
宮
第
五
〇
・
五
三
代
祭
主
。
隆
通
二

男
。
祭
主
在
任
は
正
元
元
年（
一
二
五
九
）七
月
十
五
日
〜
文
永
六
年（
一
二
六
九
、

月
日
不
明
）、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
十
一
月
十
八
日
〜
弘
安
二
年
（
一
二
七

九
）
十
二
月
二
十
一
日
（
死
去
）。
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
十
一
月
十
五
日
、
従

三
位
に
叙
さ
れ
、
公
卿
に
列
し
た
（
以
上
、「
祭
主
補
任
」『
神
道
大
系　

神
宮
編
四
・

太
神
宮
補
任
集
成
（
上
）』
に
よ
る
）。

【
解
説
】
大
河
土
御
厨
・
桑
名
神
戸
地
頭
職
の
所
務
返
付
を
求
め
た
申
状
。
関
連
史

料
か
ら
、
大
河
土
御
厨
・
桑
名
神
戸
地
頭
職
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
相
伝
知
行
」
を
主

張
す
る
前
祭
主
大
中
臣
隆
直
と
、
神
領
と
し
て
社
家
へ
の
返
付
を
命
じ
る
祭
主
大
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中
臣
定
世
が
対
立
し
て
お
り
、
本
文
書
の
作
成
者
は
定
世
と
推
定
さ
れ
る
。
海
津

一
朗
氏
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
、
伊
勢
神
宮
で
は
神
官
た
ち
に
「
分
附
神
領
」
と

し
て
職
分
に
応
じ
た
給
付
田
を
宛
て
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
家
産
と
し
て
代
々

相
伝
さ
れ
る
と
と
も
に
神
宮
の
管
理
下
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

祭
主
は
弘
安
の
神
領
興
行
を
受
け
、
私
領
化
し
て
い
た
「
分
附
神
領
」
の
社
家
へ

の
返
付
を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
が
、『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
十
年
八
月
十
七
日
条

に
は
「
隆
直
朝
臣
申
分
附
神
領
事
、
任
祭
主
申
請
、
被
返
付
了
」
と
あ
る
か
ら
、

本
相
論
も
こ
う
し
た
「
分
附
神
領
」
の
帰
属
を
め
ぐ
る
相
論
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
た
だ
、
大
河
土
御
厨
・
桑
名
神
戸
地
頭
職
は
関
東
寄
進
地
で
あ
っ
た
た
め
、

祭
主
の
訴
え
は
す
ぐ
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
、
裁
定

が
下
さ
れ
な
い
の
で
、
双
方
の
所
務
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
書
は

祭
主
定
世
側
が
所
務
停
止
へ
の
不
満
を
述
べ
た
も
の
で
、
弘
安
十
年
十
一
月
日
某

申
状
で
は
、
改
め
て
両
所
知
行
が
停
止
さ
れ
た
た
め
、
関
東
祈
禱
が
退
転
し
て
い

る
と
し
、
返
付
を
命
じ
る
院
宣
の
発
給
を
求
め
て
い
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。　

【
関
連
史
料
】
弘
安
十
年
十
一
月
日
某
申
状
（
正
応
二
・
四
〜
五
紙
背
、『
鎌
』
二
一

―
一
六
〇
四
九
）、（
年
月
日
未
詳
）
大
中
臣
隆
直
書
状
（
正
応
二
・
九
〜
十
紙
背
、

『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
五
二
）、（
年
月
日
未
詳
）
大
中
臣
隆
直
請
文
（
正
応
元
・
九

紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
五
〇
）、（
年
月
日
未
詳
）
大
中
臣
隆
直
申
状
（
正
応

元
・
十
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
五
一
）、（
年
月
日
未
詳
）
某
書
状
（
6
―
⑬
）。

【
参
考
文
献
】
森
茂
暁
「
申
状
の
世
界
―『
兼
仲
卿
記
』
紙
背
に
見
る
訴
訟
―
」〔『
鎌

倉
時
代
の
朝
幕
関
係
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
〕。
稲
本
紀
昭
「
伊
勢
国
益
田
・

桑
名
神
戸
雑
考
」〔『
三
重
県
史
研
究
』
七
号
、
一
九
九
一
年
〕。
海
津
一
朗
「
弘
安
徳

政
の
展
開
」〔『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
〕。（

樋
口
健
太
郎
）

⑨　

左
兵
衛
尉
藤
原
某
等
連
署
状
案　

　

○
『
鎌
』
一
六
―
一
一
九
七
七
〈
第
六
紙
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
尉
藤
原
朝
臣
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
尉
中

〔
一
〕原

朝
臣
清
継
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
尉
藤

〔
二
〕原

朝
臣
資
範
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
少
尉
橘〔

三
〕朝

臣
能
兼
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
橘
朝
臣
義
定
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
藤
原
朝
臣
長
綱
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
菅

〔
四
〕野

朝
臣
惟
氏
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
中
原
朝
臣
行
仲
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
大
中
臣
為
清
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
橘
朝
臣
康
季
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
大
江
朝
臣
為
村
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
中

〔
五
〕原

朝
臣
行
継
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
中

〔
六
〕原

朝
臣
行
氏
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
中
原
朝
臣
行
季
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
大
江
朝
臣
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
少
尉
藤

〔
七
〕原

朝
臣
長
家
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
将
監
菅
野
朝
臣
良
盛
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
丞
橘
朝
臣
康
家
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刑
部
丞
藤
原
朝
臣
良
行
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
部
丞
藤
原
朝
臣
範
村
在
□　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
部
丞
菅
野
朝
臣
頼
継
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
務
丞
大

〔
八
〕江

朝
臣
家
親
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雅
楽
允
菅
野
朝
臣
惟
員
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
舎
人
菅
野
朝
臣
師
泰
在
ー　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
位
中

〔
九
〕原

朝
臣
行
広
在
ー　
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【
語
句
】〔
一
〕
中
原
朝
臣
清
継　

嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
九
月
七
日
に
「
正
六
位

上
中
原
朝
臣
清
継
」
が
み
え
る
（『
鎌
』
七
―
五
三
〇
〇
）。

〔
二
〕
藤
原
朝
臣
資
範　

永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
正
月
六
日
に
叙
従
五
位
下
（『
鎌
』

二
四
―
一
八
四
五
〇
）。

〔
三
〕
橘
朝
臣
能
兼　
（
弘
安
九
年
ヵ
）
二
月
二
十
一
日
に
少
将
所
望
（『
鎌
』
二
一

―
一
五
八
二
四
）。

〔
四
〕
菅
野
朝
臣
惟
氏　

西
園
寺
家
家
司
。
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
十
月
十
八
日

の
西
園
寺
実
兼
任
大
臣
大
饗
に
諸
大
夫
と
し
て
奉
仕
（『
兼
仲
卿
記
』
同
日
条
）。

永
仁
二
年
正
月
六
日
に
叙
従
五
位
下
（『
鎌
』
二
四
―
一
八
四
五
〇
）。

〔
五
〕
中
原
朝
臣
行
継　

永
仁
二
年
正
月
六
日
に
叙
従
五
位
下
（『
鎌
』
二
四
―
一

八
四
五
〇
）。

〔
六
〕
中
原
朝
臣
行
氏　

嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
三
月
三
十
日
に
任
左
兵
衛
尉

（『
鎌
』
二
九
―
二
二
五
九
一
）。

〔
七
〕
藤
原
朝
臣
長
家　

弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
五
月
九
日
の
新
日
吉
小
五
月
会

で
流
鏑
馬
五
番
を
沙
汰
し
た
「
出
羽
二
郎
左
衛
門
尉
藤
長
家
」
が
み
え
る
（『
兼
仲

卿
記
』
同
日
条
）。

〔
八
〕
大
江
朝
臣
家
親　

弘
安
七
年
十
二
月
二
十
二
日
の
後
宇
多
天
皇
の
節
分
方
違

行
幸
に
「
近
将
左
」
と
し
て
供
奉
し
た
「
家
親
朝
臣
」
が
み
え
る
（『
兼
仲
卿
記
』

同
日
条
）。

〔
九
〕
中
原
朝
臣
行
広　

伏
見
天
皇
の
下
北
面
（『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
十
一
年
十
月

二
十
一
日
条
）。
正
応
二
年
十
月
十
日
に
は
将
軍
久
明
親
王
（
後
深
草
息
）
の
関
東

下
向
に
下
北
面
と
し
て
供
奉
し
た
（『
兼
仲
卿
記
』
同
日
条
）。

【
解
説
】
こ
こ
に
署
名
し
た
人
物
の
官
職
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
兵
衛
府
・
衛
門

府
の
尉
・
少
尉
、
刑
部
省
・
宮
内
省
な
ど
八
省
の
丞
と
い
っ
た
三
等
官
で
あ
り
、

位
階
は
六
〜
七
位
に
相
当
す
る
。
ま
た
武
官
が
多
く
を
占
め
、
明
法
家
の
中
原
氏

も
含
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
署
名
者
は
検
非
違
使
の
官
人
と
推
測
さ
れ
る
。

だ
が
こ
の
署
名
が
何
に
関
す
る
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
唯
一
の
手
懸
り
は
、

『
鎌
倉
遺
文
』
が
当
該
文
書
を
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
七
月
十
六
日
興
願
一
族
擯

出
状
（『
兼
仲
卿
記
』
正
応
二
・
四
〜
五
紙
背
）
と
接
続
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
史

料
は
摂
津
国
一
宮
住
吉
社
の
神
宮
寺
寺
僧
と
思
わ
れ
る
興
願
以
下
一
族
を
、
種
々

の
悪
行
を
理
由
に
「
部
内
」
か
ら
追
放
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
連
署
状
で
あ
る
。

署
名
者
は
僧
・
神
官
・
神
奴
の
他
、
本
史
料
と
同
様
に
武
官
が
み
え
る
。
但
し
『
鎌

倉
遺
文
』
が
こ
れ
と
一
体
の
も
の
と
判
断
し
た
根
拠
は
定
か
で
な
い
。
今
後
の
検

討
が
待
た
れ
る
。

【
墨
映
文
書
】
あ
り
ヵ
。「
左
馬
□
」・「
左
兵
□
」
ヵ
。
本
文
書
と
同
様
の
連
署
状
ヵ

（
重
複
。
薄
く
て
読
め
ず
）。

【
関
連
史
料
】『
兼
仲
卿
記
』
永
仁
二
年
正
月
六
日
条
、
建
治
元
年
七
月
十
六
日
興
願

一
族
擯
出
状
（
正
応
二
・
四
〜
五
紙
背
、『
鎌
』
一
六
―
一
一
九
七
七
）。（

松
永
和
浩
）

⑩　

神
祇
大
副
兼
□
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
六
二
七
七

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　

□
（
御
）体〔
一
〕御

卜
斎
卜
、
明
日
必
定
之
由
相
存
候
之
□　

□
阿
波
国
亀

〔
二
〕甲

于
今
不
弁
済
候
之
上
、
参
役
□　

□
臣
雖
相
催
在

〔
三
〕京

官
人
等
候
、
面
々
対
捍
候
□
□　

□
少
副
宣

〔
四
〕世

、
今
月
当
番
候
之
間
、
夜
前
上
洛
□　

□
□

（
度
カ
）々

相
催
候
之
処
、
不
令
領
状
候
、
然
者
給
御
教
□

（
書
カ
）

　

□
□
□
付
候
、
亀
甲
事
、
無
厳
密
之
御
沙
汰
者
、
□　

□
□
□
候
、
同
給
御
教
書
、
可
令
付
国〔

五
〕司

候
、
□
□　

□
□

（
恐
）惶

謹
言
、

　
　
　
　

六
月
六
日　

神
祇
大
副
「
兼

〔
六
〕□

」

進
上　

蔵
〔
七
〕人

少
輔
殿
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【
語
句
】〔
一
〕
御
体
御
卜　

主
上
の
大
御
体
の
御
上
を
卜
い
、
そ
の
卜
兆
に
現
れ
た

と
こ
ろ
を
奏
上
す
る
儀
式
。
毎
年
六
月
・
十
二
月
の
月
初
め
に
中
臣
が
卜
部
を
率

い
て
神
祇
官
に
籠
居
潔
斎
し
、
九
日
に
卜
を
終
わ
り
、
十
日
に
上
奏
し
た
。

〔
二
〕
亀
甲　

卜
に
使
用
す
る
。『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
年
中
に
使
用
す
る
亀
甲
の

調
進
は
紀
伊
・
阿
波
・
土
佐
の
三
国
に
宛
て
ら
れ
た
（『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
四
二

「
亀
卜
」）。

〔
三
〕
在
京
官
人　

こ
こ
で
は
卜
を
行
う
た
め
に
在
京
す
る
神
祇
官
の
官
人
。
大
中

臣
氏
の
う
ち
、
伊
勢
に
在
国
す
る
神
祇
官
と
の
対
比
的
な
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
四
〕
宣
世　

大
中
臣
氏
。
神
祇
少
副
。
伊
勢
神
宮
祭
主
従
二
位
大
中
臣
能
隆
の
曾

孫
、
権
大
副
隆
宣
の
嫡
孫
、
権
少
副
隆
有
長
男
（『
鎌
』
一
六
―
一
二
三
八
八
）。

能
隆
は
九
条
兼
実
や
源
頼
朝
に
対
し
、
祭
主
と
し
て
は
異
例
の
私
祈
禱
を
行
い
、

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
祭
主
職
の
父
子
相
続
を
初
め
て
実
現
さ
せ
、
能
隆
父
子

三
人
で
約
六
〇
年
間
祭
主
職
を
独
占
し
た
。
以
後
、
能
隆
と
そ
の
子
隆
通
の
子
孫

で
あ
る
岩
出
流
祭
主
家
が
、
大
中
臣
氏
の
本
流
の
地
位
を
確
立
し
た
。

〔
五
〕
国
司　

阿
波
国
司
。
御
体
御
卜
の
亀
甲
の
弁
済
を
領
状
し
た
（
年
未
詳
）
六

月
十
日
阿
波
守
俊
衡
請
文
（『
鎌
』
一
九
―
一
四
四
七
一
）
が
『
兼
仲
卿
記
』
裏

文
書
に
あ
る
が
、
弘
安
四
年
八
月
・
九
月
巻
の
紙
背
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
年

代
が
合
わ
ず
、
本
史
料
と
は
直
接
関
係
し
な
い
。

〔
六
〕
兼
□　

卜
部
氏
。
卜
部
氏
は
卜
兆
を
業
と
し
、
大
中
臣
氏
と
と
も
に
神
祇
官

の
次
官
（
副
）
の
地
位
を
継
承
（『
神
道
史
大
辞
典
』）。

〔
七
〕
蔵
人
少
輔　

勘
解
由
小
路
兼
仲
。
蔵
人
少
輔
は
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
正

月
十
三
日
〜
同
十
年
十
二
月
二
十
日
（『
職
事
補
任
』）。

【
解
説
】
御
体
御
卜
の
斎
卜
に
つ
い
て
、
使
用
す
る
亀
甲
を
阿
波
国
が
弁
済
せ
ず
、

在
京
す
る
神
祇
官
人
は
参
役
を
拒
否
す
る
状
況
に
対
し
、
厳
密
な
催
促
を
行
う
た

め
阿
波
国
司
と
神
祇
少
副
宣
世
に
御
教
書
（
綸
旨
）
を
発
給
す
る
よ
う
、
神
祇
大

副
兼
□
が
兼
仲
に
要
求
し
た
書
状
。
年
次
に
つ
い
て
、『
鎌
倉
遺
文
』
は
弘
安
十
年

と
比
定
し
て
い
る
。
確
か
に
兼
仲
の
官
歴
か
ら
そ
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
が
、
次

の
点
か
ら
弘
安
七
年
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
弘
安
七
年
六
月
十
一
日
に
宣
世
の
在

京
が
確
認
で
き
る
（『
兼
仲
卿
記
』
同
日
条
）。
次
に
『
兼
仲
卿
記
』
紙
背
文
書
の

な
か
に
、
御
体
御
卜
に
つ
い
て
「
神
祇
大
副
兼
□
」
か
ら
蔵
人
少
輔
へ
宛
て
た
六

月
十
日
付
の
書
状
が
あ
り
、
筆
跡
も
近
い
（『
鎌
』
二
一
―
一
五
九
一
三
）。
こ
の

文
書
を
『
鎌
倉
遺
文
』
は
根
拠
不
明
な
が
ら
弘
安
九
年
に
比
定
し
て
い
る
が
、
文

中
の
「
来
十
三
日　

行
幸
」
が
弘
安
七
年
六
月
十
三
日
の
万
里
小
路
殿
行
幸
（『
続

史
愚
抄
』
同
日
条
所
引
『
兼
仲
卿
記
』）
を
指
し
、
弘
安
七
年
と
す
べ
き
で
あ
る
。

関
連
史
料
の
存
在
か
ら
、
弘
安
七
年
を
有
力
視
し
た
い
。

【
墨
映
文
書
】
楷
書
体
の
墨
影
あ
り
。

「
□
□

早
任
先
例
…

…
…
事

…
…

…
…

篇
…
…

弘
安
十
年
九
月
廿
四
日
」

【
関
連
史
料
】『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
七
年
六
月
十
一
日
条
、（
弘
安
七
年
カ

）
六
月
十

日
神
祇
大
副
兼
□
書
状
（
正
応
二
・
四
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
五
九
一
三
）。

【
参
考
文
献
】
岡
田
荘
司
「
中
世
の
大
中
臣
祭
主
家
」〔
藤
波
家
文
書
研
究
会
編
『
大
中

臣
祭
主
藤
波
家
の
歴
史
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
〕。

（
松
永
和
浩
）

⑪　

良
忠
重
申
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
五
九
五
六

至
于
未
来
際
、
為
門
葉
安
堵
、
令
付
置
後
坊

（
カ
）者

也
、
全
不
可
有
□

（
他
カ
）□

□
□
之
処
、
永

（
栄
）

範
〔
一
〕非

彼
門
弟
、
而
令
殺
害
院
主
良

〔
二
〕性

、
盗
取
置
文
□
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□
対
于
良

〔
三
〕賀

之
門
弟
、
致
遺
跡
相
論
之
条
、
希
代
之
濫
吹
、
尤
背
□
□

□
也
、
付
冥
付
顕
、
争
可
有
御
許
容
哉
、
同
状
云
、
於
院
主
職
者
、
□

（
為
カ
）□

□
□

（
之
カ
）沙

汰
、
令
定
補
畢
云
々
、
此
条
良
性
之
遺
領
遺
跡
者
、
停
止
峯
□

□
妨
可
為
良

〔
四
〕筭

之
進
退
之
旨
、
去
建
治
二
年
五
月
十
七
日
任
法
家
□

（
勘
カ
）□

□　

長
者
宣
畢
、
何
背
御
下
知
并
本
願
之
置
文
、
私
令
補
任
□

（
院
）□

□
之
由
、
可
掠
申
之
哉
、
猛
悪

謀
之
陳
状
、
非
御
信
用
之
限
、
所
詮
、
□

□
良
忠
於
九
品
院
々
主
職
、
且
被
停
止
所
領
違
乱
、
且
被
糺
返
贓
□

（
物
カ
）□

□
□

（
等
）之

後
、
為
被
行
其
身
於
強
盗
殺
害
之
重
科
、
重
言
上
如
件
、

　
　
　

弘
安
九
年
七
月　

日

【
語
句
】〔
一
〕
永
範
〔
二
〕
良
性
〔
三
〕
良
賀
〔
四
〕
良
算　

5
―
④
・
⑤
お
よ

び
6
―
⑳
・
㉑
参
照
。

【
解
説
】
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
多
武
峯
寺
僧
の
良
忠
と
栄
範
の
間
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
九
品
院
院
主
職
と
そ
の
所
領
を
め
ぐ
る
相
論
に
関
す
る
訴
状
。
弘
安
九

年
六
月
日
栄
範
陳
状
を
う
け
て
出
さ
れ
た
二
問
状
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
5
―
④
・

⑤
と
6
―
⑳
・
㉑
の
【
解
説
】・【
関
連
史
料
】・【
参
考
文
献
】
を
参
照
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

（
正
木
有
美
）

⑫　

包
紙　

　
　

○
『
鎌
』
未
収

　
　
　
　
　

・
―

（
墨
付
）

　

又
進
上
候　

　
　
　

□
（
兼
カ
）□　

　
　
　
　
　

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

（
正
木
有
美
）

⑬　

某
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
未
収

両〔
一
〕村

事
、
可
有
御
尋
祭

〔
二
〕主　

定
世
朝
臣
歟
之
由
、
及
御
沙
汰
候
□

（
歟
カ
）、　

此
事
訴
陳
已
無
所
残
候
之
□

就
何
御
不
審
、
可
有
御
尋
彼
朝
□

候
哉
、
隆

〔
三
〕直

飽
帯
別
相
伝
之
由
□

足
領
掌
仁
之
条
、
前
々
言
上
事
□

候
了
、
定
得
御
意
候
歟
、
其
子
□

関
東
御
下
知
等
炳
焉
候
、
仍
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

【
語
句
】〔
一
〕
両
村　

大
河
土
御
厨
と
桑
名
神
戸
を
指
す
。
両
所
に
つ
い
て
は
、
6

―
⑧
【
解
説
】
を
参
照
。

〔
二
〕
祭
主
定
世
朝
臣　

大
中
臣
定
世
。

〔
三
〕
隆
直　

大
中
臣
隆
直
。
岩
出
棚
橋
家
。
大
中
臣
定
世
の
従
兄
弟
。

【
解
説
】
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
八
月
二
日
に
発
生
し
た
大
河
土
御
厨
・
桑
名
神

戸
を
め
ぐ
る
大
中
臣
定
世
と
大
中
臣
隆
直
の
相
論
の
関
連
文
書
。
隆
直
の
訴
え
に

よ
り
双
方
の
所
務
を
停
止
さ
れ
た
の
を
う
け
た
定
世
が
、
同
年
十
一
月
に
知
行
の

返
付
を
朝
廷
に
訴
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
朝
廷
は
隆
直
に
両
所
に
つ
い
て
定
世
に

尋
ね
る
よ
う
命
じ
た
の
に
対
し
、
隆
直
は
本
文
書
で
、
い
か
な
る
不
審
が
あ
っ
て

定
世
に
尋
ね
る
の
か
、
自
身
は
別
相
伝
の
由
緒
を
帯
び
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
関

東
の
下
知
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
こ
と
を
根
拠
に
反
発
を
示
し
て
い
る
。
6
―
⑧【
解

説
】【
関
連
史
料
】
参
照
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

【
参
考
文
献
】
海
津
一
朗
『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
〕、

平
泉
隆
房
『
中
世
伊
勢
神
宮
史
の
研
究
』〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
〕。
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（
生
駒
孝
臣
）

⑭　

神
祇
権
大
副
大
中
臣
某
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
七
〇

尾
張
国
一

〔
一
〕楊

御
厨
事
、
子
細
先
□

言
上
候
畢
、
長

〔
二
〕経

朝
臣
□

（
者
カ
）余

田
方
□

雑
掌
也
、
不
足
惣
御
厨
之
係
望
候
□

隆〔
三
〕種

又
雖
令
旧
領
、
被
許
知
□

之
条
、
及
予
儀
候
者
、
依
為
神
領
□

付
本
所
、
可
致
毎
年
正
月
観
音
□

供
料
沙
汰
候
歟
、
此
条
、
若
可
有
勅
□            　

者
、
西
収
不
違
期
、
供
料
不
闕
如
之
□

（
間
カ
）□

早
速
可
有
申
御
沙
汰
候
乎
、
仍
言
上
□

（
如
件
カ
）

　
　
　

　
　

十
月
十
八
日　

神
〔
四
〕祇

権
大
副
大
中
臣
（
花
押
）

　

謹
上　

蔵
〔
五
〕人

大
進
殿

【
語
句
】〔
一
〕
一
楊
御
厨　

尾
張
国
愛
知
郡
内
。
現
在
地
は
愛
知
県
名
古
屋
市
中
村

区
・
中
川
区
の
庄
内
川
下
流
左
岸
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。
余
田
方
・
伊
勢
方
（
中

郷
・
西
郷
）
な
ど
か
ら
な
る
。

〔
二
〕
長
経
朝
臣　

菅
原
長
経
ヵ
。
菅
原
長
経
は
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
に
従
三
位

に
叙
さ
れ
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）。
5
―
⑬
参
照
。

〔
三
〕
隆
種　

大
中
臣
隆
種
。
大
中
臣
隆
通
の
子
で
岩
出
流
の
隆
世
や
岩
出
棚
橋
流

の
隆
蔭
ら
の
兄
弟
に
あ
た
る
（「
大
中
臣
系
図
」『
続
群
書
類
従
』
巻
一
七
七
）。
正

応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
神
祇
祐
（『
兼
仲
卿
記
』
同
年
十
月
二
十
一
日
条
）。

〔
四
〕
神
祇
権
大
副
大
中
臣　
『
鎌
倉
遺
文
』
は
当
文
書
を
「
弘
安
十
年
ヵ
」
と
す
る

が
、『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
十
月
二
十
七
日
条
に
、「
神
祇
権
大

副
大
中
臣
朝
臣
定
世
」
の
名
が
み
え
る
。

〔
五
〕
蔵
人
大
進　

不
明
。『
鎌
倉
遺
文
』
の
「
弘
安
十
年
ヵ
」
と
す
る
指
摘
に
従
う

な
ら
ば
、
藤
原
頼
藤
か
。　

【
解
説
】
尾
張
国
一
楊
御
厨
は
、
主
に
余
田
方
と
伊
勢
方
に
領
主
権
が
分
割
さ
れ
、

建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
に
地
頭
が
停
止
さ
れ
た
後
は
、
伊
勢
方
で
は
弘
長
元

年
（
一
二
六
一
）
に
内
宮
の
「
上
分
口
入
米
」　

が
大
中
臣
某
に
よ
っ
て
外
宮
に
寄

進
さ
れ
て
い
る
（
弘
長
元
年
六
月
十
五
日
大
中
臣
某
寄
進
状
案
〈『
鎌
』
一
二
―

八
六
五
八
〉）。
ま
た
弘
安
七
年
に
は
「
伊
勢
神
宮
領
一
楊
御
厨
事
」
が
院
評
定
で

は
か
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
の
訴
訟
が
本
文
書
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

（『
兼
仲
卿
記
』
同
年
十
一
月
十
二
日
条
）。
な
お
本
文
書
に
み
え
る
よ
う
に
一
楊
御

厨
は
本
所
外
宮
に
付
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
措
置
を
不
服
と
し
て
、
隆
種

の
子
隆
憲
の
代
の
正
中
年
間
（
一
三
二
四
〜
二
六
）
ま
で
相
論
が
続
い
て
い
る
。

一
方
の
余
田
方
は
、
妙
法
院
門
跡
領
と
し
て
み
え
る
（
康
永
三
年
七
月
日
亮
性
法

親
王
庁
解
文
〈『
大
日
本
史
料
』
六
―
八
〉）。
こ
れ
は
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
、

尊
性
法
親
王
が
後
堀
河
院
に
充
て
た
書
状
に
「
一
楊
院
宣
」
の
語
が
頻
出
す
る
こ

と
か
ら
、
天
台
座
主
で
妙
法
院
中
興
と
さ
れ
る
同
法
親
王
の
段
階
で
、
そ
の
所
領

に
施
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
（
山
城
真
経
寺
所
蔵
法
華
経
裏
文
書　
「
尊
性
法
親

王
消
息
集
〈
翻
摺
法
華
経
紙
背
〉」〔『
向
日
市
史　

史
料
編
』
向
日
市
、一
九
八
八
年
〕）。

【
墨
映
文
書
】
楷
書
体
の
墨
影
あ
り
。「
間

（
カ
）関

東
」、「
寄
進
之
神
領
□
」、「
勤
行
」。

（
曽
我
部
愛
）

⑮　

某
重
申
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
一
〇
〈
第
二
紙
〉

宮
祢
宜
競
望
之
篇
者
、
追
可
被
糺
明
者
哉
、
仍
粗
重
言
上
如
件
、

　
　
　

弘
安
九
年
十
月　

日

【
解
説
】『
鎌
倉
遺
文
』
は
本
文
書
を
（
年
月
日
未
詳
）
九
品
院
院
主
栄
範
重
陳
状

（
6
―
⑥
）
に
継
い
で
い
る
が
、「
宮
祢
宜
」
と
い
う
語
か
ら
み
て
別
文
書
と
考
え
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ら
れ
る
。
6
―
⑥
参
照
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

（
曽
我
部
愛
）

⑯　

津
守
国
平
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
七
三

神〔
一
〕殿

修
理
并
上

〔
二
〕客

殿
□

功
人
中
、
棟

〔
三
〕国

一
階
未
叙
之
分
、

子
細
先
日
度
々
申
入
候
畢
、

自
余
雑
任
分
者
、
雖
有
人
数
、

用
途
不
幾
候
、
此
一
階
分
、
雖
□

候
員
数
多
候
、
未
叙
□

事
行
候
、
近
日
可
有
除
目

之
由
承
候
、
殊
可
有
申
御
沙
汰
□

国
平
誠
恐
謹
言
、

　
　

十
二
月
廿
一
日　

神
主
津

〔
四
〕守

国（
平
）□　

　

【
語
句
】〔
一
〕
神
殿　

住
吉
社
の
神
殿
。
当
社
は
四
つ
の
神
殿
を
持
ち
、
い
ず
れ
も

「
桁
行
四
間
四
寸
、
妻
二
間
二
尺
七
寸
、
軒
ノ

高
サ

自
リレ

礎
一
丈
四
尺
六
寸
、
棟
檜
皮

葺
」
で
あ
る
（『
住
吉
松
葉
大
記
』
巻
第
十
七
「
間
数
ノ

部
十
三
」〈『
大
阪
市
史
史
料
』

六
三
〉）。

〔
二
〕
上
客
殿　

住
吉
社
の
境
内
に
あ
っ
た
殿
舎
の
一
つ
。『
住
吉
松
葉
大
記
』
巻
第

十
七
「
間
数
ノ

部
十
三
」
に
「
一
、
上
客
殿　

瓦
葺
、
桁
行
九
間
五
尺
四
寸
、
妻

二
間
二
尺
、
軒
高
自
礎
一
丈
二
尺
三
寸
」
と
あ
る
。
な
お
、
上
客
殿
よ
り
や
や
小

振
り
の
下
客
殿
も
あ
っ
た
（「
一
、
下
客
殿　

瓦
葺
、
桁
行
八
間
一
尺
三
寸
、
妻
二

間
四
寸
、
軒
高
自
礎
九
尺
八
寸
」『
同
右
』）。

〔
三
〕
棟
国　

津
守
棟
国
。
国
平
息
。
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
五
月
生
、
文
永
六

年
（
一
二
六
九
）
正
月
五
日
叙
従
五
位
下
、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
十
一
月

十
八
日
補
座
摩
社
神
主
（「
津
守
氏
古
系
図
」〈
加
地
宏
江
「
津
守
氏
古
系
図
に
つ

い
て
」〉、「
住
吉
社
神
主
并
一
族
系
図
」『
続
群
書
類
従
』
巻
一
八
一
）。
3
―
⑦

に
は
「
散
位
津
守
宿
禰
棟
国
」
と
見
え
る
。

〔
四
〕
津
守
国
平　

住
吉
社
神
主
津
守
国
平
。
3
―
⑦
参
照
。

【
解
説
】
住
吉
社
神
殿
・
上
客
殿
修
理
の
成
功
に
関
し
て
、
津
守
棟
国
の
叙
位
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
近
日
行
わ
れ
る
除
目
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
神
主

津
守
国
平
が
申
し
入
れ
た
も
の
。
国
平
は
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
三
月
二
十
七

日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
本
文
書
は
同
七
年
以
前
の
成
立
と
な
る
。

【
墨
映
文
書
】
あ
り
。
影
字
は
行
書
体
だ
が
、
墨
が
薄
く
判
読
は
難
し
い
。

【
参
考
文
献
】
加
地
宏
江
「
津
守
氏
古
系
図
に
つ
い
て
」〔『
人
文
論
究
』
三
七
―
一
、

一
九
八
七
年
〕。

（
木
村
英
一
）

⑰　

某
書
状
追
而
書　

　
　

○
『
鎌
』
第
二
二
―
一
六
六
八
四

追
啓

　

如
請
取
者
、
庄
家
沙
汰

　

人
、
定
令
存
知
候
歟
、
忩

　

可
上
進
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

　
　
　
（
水
野
智
之
）

⑱　

某
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
未
収

今
日
御
躰
御
卜　

□
（
奏
カ
）□
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事
、
所
々
□
□
□
□
□

　

除
目
可
□

（
参
カ
）□

□
□
□
□
□

　

入
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
処
、
如
何
候
、

　

可
為
啓
上
候
、
恐
々
謹
言
、
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

【
解
説
】
6
―
⑩
参
照
。

【
墨
映
文
書
】
あ
り
。「
□
態

（
兼
カ
）□

面
（
向
カ
）

□
」。

【
関
連
史
料
】（
年
未
詳
）
六
月
六
日
神
祇
大
副
兼
□
書
状
（
6
―
⑩
）、（
弘
安
十
年
）

六
月
十
日
神
祇
大
副
兼
□
書
状
（『
鎌
』
二
一
―
一
六
二
七
八
）。

　
　
　
（
水
野
智
之
）

⑲　

某
書
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
六
―
一
六
六
八
七

□
□
□
乱
□
□
者
成
違
乱
、
或
又
内

〔
一
〕膳

□

左
兵
衛
親

〔
二
〕秀

□
神
人
右

〔
三
〕近

允
殺
□

□
奉
寄
貢
御
所
、
忝
掠
成
度
度
之　

院
宣
、
成
□

（
謀

□領

企カ
）之

由
、
披
露
□

□
曲
無
極
、
罪
責
難
遁
者
也
、
就
中
、
当

〔
四
〕御

厨
之
所
在
、
字
鳥

〔
五
〕屋

神
田
者
、

□
□
重
之
神
田
、
宛
行
于
作
人
等
之
条
、
治

〔
六
〕承

・
嘉
禎
之
下
文
等
分

□
以
則

〔
七
〕永

補
任
□
□

（
田

□所

職カ
）、

寿
〔
八
〕永

二
年
十
二
月
之
任
苻
具
也
、
□
□

□（
三

□度

御カ
）□（
祭
カ
）御

□（
贄
カ
）大

網〔
九
〕上

分
并
塩
御
贄
等
、
為
神
宮
□
□
□

□（
嘉

□禎

□之

状カ
）等

也
、
非
神
宮
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　

　

親
秀
・
基〔

一
〇
〕村

等
乍
為
条
条
重
科
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
領
之
由
、
不
帯
一
紙
之
証
文
、
濫
妨
之
条
、
可
謂
准
盗
哉
、
凡
盗
□

向
謂
盗
、
況
厳
重
之
神
領
、
寄
附
于
韻
外
之
秋〔

一
一
〕信

、
尤
可
被
糺
行
盗

罪
□
哉
、
随
彼
宗〔

一
二
〕清

等
者
、
□（

雖
□為

条カ
）条

、
重
科
之
犯
人
、
□
断
罪
之
遅
引
、

致
乱
妨
者
也
、
又
親
秀
・
基
村
等
者
為
停
禁
追
却
之
隆〔

一
三
〕村

郎
従

□
□
殺
害
未
赦
之
犯
人
也
、
争
得
彼
等
之
寄
附
、
以
神
宮
一
向
進
止
□

□
□
□
成
押
妨
哉
、
沙
汰
□
□
□
□
□
□
□
□
□
及
□
□
□
□

□
□
如
去
年　

公
家
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

【
語
句
】

〔
一
〕
内
膳　
（
弘
安
九
年
ヵ
）
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
（【
関
連
史
料
】、
以
下
同
）

か
ら
「
内
膳
司
秋
信
」
と
判
断
で
き
る
。

〔
二
〕
親
秀　

隆
村
の
郎
従
。

〔
三
〕
右
近
允　

詳
細
不
明
。

〔
四
〕
当
御
厨　

志
摩
国
麻
生
浦
御
厨
（
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
）。
麻
生
浦
は
志
摩

国
答
志
郡
内
で
、
現
在
の
三
重
県
鳥
羽
市
生
浦
湾
を
中
心
と
し
た
地
域
。
豊
受
太

神
宮
神
主
申
状
に
よ
れ
ば
、
延
暦
二
年
（
七
八
三
）、
山
忠
生
が
斎
宮
領
と
し
て

寄
進
し
、
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）、「
神
宮
朝
夕
御
饌
料
所
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ

た
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
斎
宮
領
の
衰
退
と
と
も
に
伊
勢
外
宮
（
豊
受

太
神
宮
）
が
神
田
の
設
定
や
贄
・
大
網
上
分
の
収
取
等
を
通
し
て
在
地
の
支
配
を

強
め
て
い
き
、
知
行
の
一
円
化
を
図
っ
て
地
頭
と
対
立
し
た
（
藤
田
明
良
「
志
摩

国
」〔『
講
座
日
本
荘
園
史
5　

北
陸
地
方
の
荘
園
・
近
畿
地
方
の
荘
園
Ⅰ
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
〕）。

〔
五
〕
鳥
屋
神
田　

麻
生
浦
御
厨
内
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
地
不
詳
。

〔
六
〕
治
承
・
嘉
禎
之
下
文　

治
承
は
「
治
承
三
年
六
月
十
六
日
神
田
充
文
案
」、
嘉

禎
は
「
嘉
禎
四
年
十
一
月
二
日
・
廿
八
日
・
廿
九
日
神
田
下
文
」（
豊
受
太
神
宮
神

主
解
）。
治
承
三
年
は
西
暦
一
一
七
九
年
、
嘉
禎
四
年
は
西
暦
一
二
三
八
年
。

〔
七
〕
則
永　

豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
に
「
寿
永
二
年
十
二
月
以
則
永
補
任
田
所
職
」

と
み
え
る
。
寿
永
二
年
は
西
暦
一
一
八
三
年
。

〔
八
〕寿
永
二
年
十
二
月
之
任
苻　

則
永
を
田
所
職
に
補
任
し
た
文
書（〔
七
〕参
照
）。　

　

〔
九
〕
□
□
御
□
御
□
大
網
上
分　
（
弘
安
九
年
ヵ
）
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
に
「
三

度
御
祭
御
贄
大
網
上
分
及
塩
御
贄
等
事
」
と
あ
る
。

〔
一
〇
〕
基
村　

隆
村
の
郎
従
。
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〔
一
一
〕
秋
信　

内
膳
司
（
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
）。
本
訴
訟
の
論
人
の
一
人
。

〔
一
二
〕
宗
清　

斎
宮
前
大
允
（
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
）。
本
訴
訟
の
論
人
の
一
人
。

弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
の
伊
勢
国
牛
庭
御
厨
境
界
相
論
で
も
、「
国
中
悪
行
人
」

と
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
（
弘
安
十
年
十
月
日
兼
重
王
解
〈
正
応
元
・
十
紙
背
、『
鎌
』

二
一
―
一
六
三
八
五
〉）。　

〔
一
三
〕
隆
村　

麻
生
浦
御
厨
地
頭
。
弘
安
八
年
（
一
一
八
五
）、
神
物
を
犯
用
し
た

罪
で
伊
勢
外
宮
に
訴
え
ら
れ
、
同
年
二
月
二
十
八
日
、
関
東
下
知
状
に
よ
っ
て
地

頭
職
を
停
廃
さ
れ
た
（
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
、『
新
編
追
加
』
一
八
一
条
）。

【
解
説
】
麻
生
浦
御
厨
内
の
鳥
屋
神
田
等
の
所
領
に
つ
い
て
、
豊
受
太
神
宮
（
伊
勢

外
宮
）
が
内
膳
司
秋
信
・
斎
宮
前
大
允
宗
清
に
よ
る
押
領
の
停
止
を
求
め
、
公
家

の
法
廷
に
訴
え
た
申
状
。
秋
信
・
宗
清
は
親
秀
・
基
村
な
る
者
か
ら
所
領
を
寄
附

さ
れ
、
院
宣
を
得
た
と
称
し
て
い
た
が
、
外
宮
側
は
親
秀
・
基
村
は
追
却
さ
れ
た

地
頭
隆
村
の
郎
従
で
、「
殺
害
未
赦
免
之
犯
人
」
で
あ
る
と
し
て
、
彼
ら
の
支
配
に

正
当
性
が
な
い
と
訴
え
て
い
る
。（
弘
安
九
年
ヵ
）
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状
は
本
文

書
と
内
容
が
重
な
っ
て
お
り
、
海
津
一
朗
氏
は
本
文
書
を
豊
受
太
神
宮
神
主
申
状

の
後
半
部
分
に
比
定
し
て
い
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

【
関
連
史
料
】（
弘
安
九
年
ヵ
）
八
月
二
十
八
日
神
祇
権
大
副
大
中
臣
定
世
挙
状
（
正

応
二
・
正
〜
二
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
二
七
）、（
弘
安
九
年
ヵ
）
豊
受
太
神

宮
神
主
申
状
（
正
応
二
・
四
〜
五
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
五
〇
三
）、
大
中
臣
某

書
状
（
正
応
二
・
正
〜
二
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
七
二
四
）。

【
参
考
文
献
】
海
津
一
朗
「
弘
安
の
神
領
興
行
法
」〔『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
四
年
〕。

（
樋
口
健
太
郎
）

⑳
・
㉑　

良
忠
申
状　

　
　

○
『
鎌
』
二
一
―
一
六
〇
〇
九

多
武
峯
寺
僧
良

〔
一
〕忠

謹
言
上
、

請
被
殊
蒙　

恩
裁
、
停
止
当
寺
僧
永

〔
二
〕範

当
国
稲

〔
三
〕渕

庄
内
□
□　

干（
星
）河

両
名
濫
妨
、
兼
改
易
永
範
九

〔
四
〕品

院
院
主
、
以
良
忠
補
任
彼
□　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
子
細
状
、

副
進

□
通　

当
〔
五
〕御

代
御
成
敗　

長
者
宣
并
別
当
法
印
状
案

□
通　

興
福
寺
紛
失
状
案
并
一

〔
六
〕条（
乗
カ
）院

家
御
下
知
状
等
案

□
通　

良
〔
七
〕筭

売
文　

　
　
　

 　
　

□
□
□
子
細
者
、
当
寺
九
品
院
院
主
良

〔
八
〕賀

法
印
之
遺
弟
良

〔
九
〕性

寺
□
□　

□
□

（
文
カ
）永

四
年
冬
比
、
為
悪〔

一
〇
〕党

被
殺
害
之
刻
、
所
持
之
財
物
調
度
之
□　

□
□
被
盗
取
矣
、
依
之
、
良
性
之
舎
弟
良
筭
経　

上
裁
之
処
、
以
良
□

（
性
カ
）□　

□
□

（
遺
カ
）領

者
、
可
為
良
筭
之
進
退
之
由
、
被
成
下　

長
者
宣
、
以
殺
害
之
□

（
張
カ
）□　

□
□
仰
武〔

一
一
〕家

、
被
処
流
罪
畢
、
其
間
子
細
為　

当
御
代
御
沙
汰
之
□

（
前
カ
）□　

□
□
無
御
不
審
歟
、
仍
委
細
不
能
令
注
進
、
加
之
、
付
所
領
之
田
畠
、
既
雖
賜
□　

□
□

（
御
カ
）成

敗
長
者
宣
、
猶
依
恐
末
代
之
牢
籠
、
重
立
紛
失
状
、
申
賜
興
福
寺
□　

□
□

（
三
カ
）綱

正
権
之
証
判
畢
、
依
之
、
良
筭
致
□
年
知
□
其
間
□
□
□
□
□
□
□

□
□
年
秋
比
、
彼
領
内
以
南
渕
庄
之
□
□
□
□
□
□
良
筭
□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
遺
領
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
而
沽
却
相
伝
之
上
者
、
不
可
有
子
細
之
処
、
□　

□
殺
害
之
□

（
同

□流

□僧

永カ
）範

、
此
四
・
五
年
之
程
、
□

（
忩
カ
）移

住
九
品
院
、
猥
令
押
領
□　

□
間
、
既
為
先
師
殺
害
之
怨
敵
之
上
、
令
押
領
九
品
院
之
前
者
、
可
被
□　

□
罪
科
之
□
可
訴
申
之
旨
雖
令
存
、
猛
悪
不
善
之
悪
党
也
、
若
企
訴
詔
□　

□
之
致
阿
党
歟
之
由
、
依
令
恐
怖
、
□

（
徒
カ
）懐

愁
憤
空
送
年
序
之
処
、
剰
□
□　

□
願
及
所
領
之
濫
妨
之
条
、
希
代
之
狼
藉
、
超
過
之
悪
行
也
、
然
間
、
依
□
□　

□
□

（
乍
カ
）恐

宣
愁
訴
之
処
也
、
訴
詔
之
□
□
□
□
□
□
□
□
就
中
、
□　

　
　
　
　

□
殺
害
児
童
蒙　

上
御
勘
責
、
未
蒙　

御
宥
免
□
□
□
□
□
□
□　

　
　
　
　
　
　

□
□
也
、
尤
可
有　

御
炳
誡
者
歟
、
抑
南
渕
庄
者
、
為　

一
乗
院
家
之
御
領
□　
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□
□

（
訴
申
カ
）

□
子
細
於
院
家
之
処
、
既
追
出
永
範
無
道
之
使
者
、
可
随
良
忠
之
□
□　

□
□
蒙　

御
成
敗
畢
者
、
早
任
相
伝
之
道
理
、
可
停
止
永
範
之
南
渕
領
之
□　

□
□

（
旨
カ
）預　

御
裁
許
、
兼
依
師
弟
之
由
緒
、
良
忠
可
為
九
品
院
院
主
□

（
之
カ
）由

□
□　

□
□

（
御
カ
）成

敗
者
、
弥
仰　

憲
政
之
貴
矣
、
仍
粗
言
上
如
件
、

　

弘
安
九
年
二
月　

　

日

【
語
句
】〔
一
〕
良
忠　

多
武
峯
寺
僧
。
本
相
論
の
訴
人
。
良
賀
の
「
入
■

（
室
カ
）給

仕
遺
弟
」

（
5
―
④
）。
良
賀
の
遺
命
に
背
き
、
良
賀
が
惣
寺
に
寄
進
し
た
田
地
の
私
的
知
行

を
図
っ
た
と
し
て
、
良
性
と
共
に
多
武
峯
の
「
衆
勘
」
を
蒙
り
寺
外
に
追
放
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
罪
を
免
ぜ
ら
れ
て
寺
内
に
帰
住
し
、
良
算
か
ら
塔
堂
・
干
川
両
名
の
田

地
を
買
得
し
た
。

〔
二
〕
永
範　

多
武
峯
寺
僧
栄
範
。
本
相
論
の
論
人
。
多
武
峯
の
「
一
院
」
の
一
つ

で
あ
る
多
楽
院
の
沙
汰
に
よ
り
九
品
院
院
主
職
に
補
任
さ
れ
、
九
品
院
の
興
隆
を

進
め
た
。

〔
三
〕
稲
（
南
）
渕
庄　

大
和
国
高
市
郡
に
所
在
し
た
荘
園
と
思
わ
れ
る
。『
多
武

峯
略
記
』
下
（『
群
書
類
従
』
巻
四
三
六
）「
第
六
末
寺
」
の
項
に
よ
る
と
、
承
安

二
年
（
一
一
七
二
）
八
月
に
「
南
淵
坂
田
寺
」
を
多
武
峯
の
末
寺
と
す
る
長
者
宣

が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
簡
要
類
聚
鈔　

第
一
』（『
京
都
大
学
国
史
研
究
室
所

蔵

一
乗
院
文
書
（
抄
）』）
の
末
寺
の
項
に
「
稲
淵
庄（

寺
カ
）

在
末
庄

国
栖
庄

」
と
あ
る
。
稲
渕
荘
は

こ
れ
ら
の
寺
院
と
関
係
す
る
荘
園
と
思
わ
れ
る
。
良
忠
と
栄
範
が
知
行
の
権
利
を

争
っ
た
塔
堂
・
干
川
（
星
河
）
両
名
の
田
地
は
本
荘
内
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
当
荘
が
「
一
乗
院
家
之
御
領
」
だ
と
す
る
良
忠
の
主
張
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、

一
乗
院
領
で
あ
る
稲
渕
荘
か
ら
塔
堂
・
干
川
両
名
の
田
地
が
何
ら
か
の
理
由
で
多

武
峯
寺
僧
の
手
も
と
に
流
れ
、
同
寺
の
一
房
舎
で
あ
る
九
品
院
の
所
領
に
組
み
込

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

〔
四
〕
九
品
院　

良
賀
が
多
楽
院
内
に
建
立
し
た
房
舎
。
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）

四
月
十
五
日
僧
専
玄
田
地
売
券
（『
鎌
』
一
〇
―
七
四
三
五
）
に
「
多
武
峯
九
品

院
御
塔
供
田
料
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
か
ら
、
建
立
は
そ
れ
以
前
と
な
る
。
良

賀
の
跡
を
継
い
だ
良
性
が
殺
害
さ
れ
た
後
は
荒
廃
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
新
た
に

院
主
職
に
補
任
さ
れ
た
栄
範
に
よ
っ
て
堂
舎
・
仏
像
な
ど
の
復
興
が
進
め
ら
れ
た
。

〔
五
〕
当
御
代　

氏
長
者
鷹
司
兼
平
。
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
十
月
二
十
一
日
摂

政
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
十
二
月
七
日
関
白
。
同
十
年
八
月
十
一
日
辞
（『
公

卿
補
任
』）。

〔
六
〕
一
乗
院
家　

信
昭
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
よ
り
院
務
。
弘
安
九
年
（
一
二

八
六
）
六
月
十
四
日
没
。
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
四
月
十
六
日
〜
建
治
二
年
（
一

二
七
六
）七
月
十
二
日
・
弘
安
二
年
十
二
月
十
日
〜
同
四
年
四
月
六
日
興
福
寺
別
当
。

6
―
⑥
も
参
照
。

〔
七
〕
良
算  

良
性
の
舎
弟
。
良
性
遺
領
の
領
掌
を
図
っ
て
氏
長
者
鷹
司
兼
平
に
提

訴
し
、
建
治
二
年
五
月
十
七
日
に
長
者
宣
を
獲
得
。
そ
の
後
、
当
該
所
領
に
関
す

る
紛
失
状
を
作
成
し
て
興
福
寺
三
綱
の
証
判
を
得
、
遺
領
の
一
部
で
あ
る
塔
堂
・

干
川
両
名
田
地
を
良
忠
に
売
却
し
た
。

〔
八
〕
良
賀
法
印　

多
武
峯
寺
僧
。
良
性
・
良
忠
ら
の
師
。
多
楽
院
内
に
九
品
院
を

建
立
。
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
以
前
に
没
す
る
。

〔
九
〕
良
性  

多
武
峯
寺
僧
。
良
賀
の
弟
子
。
良
賀
没
後
に
九
品
院
院
主
職
を
継
承

し
た
が
、
良
忠
と
共
に
多
武
峯
衆
徒
の
治
罰
を
蒙
り
、
文
永
四
年
十
一
月
十
七
日
、

多
楽
院
温
室
で
慶
弁
ら
に
殺
害
さ
れ
た
。

〔
一
〇
〕
悪
党  

慶
弁
・
慶
敏
・
英
尊
ら
。
多
武
峯
寺
僧
と
見
ら
れ
る
。
良
性
を
殺

害
し
九
品
院
の
資
財
を
盗
ん
だ
事
件
の
犯
人
と
し
て
、
建
治
二
年
五
月
に
良
算
よ

り
告
発
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
慶
弁
・
英
尊
は
六
波
羅
探
題
に
出
頭
し
て
犯
行
を

自
供
し
配
流
さ
れ
た
が
、
慶
敏
ら
は
召
喚
に
抵
抗
し
た
。

〔
一
一
〕
武
家  

当
該
期
の
史
料
に
お
い
て
「
武
家
」
は
多
く
六
波
羅
探
題
を
指
す
。

良
性
殺
害
事
件
の
処
理
が
進
め
ら
れ
た
建
治
二
年
五
月
当
時
の
六
波
羅
探
題
は
北

条
義
宗
。
父
は
北
条
長
時
。
文
永
八
年
十
二
月
に
北
方
探
題
に
着
任
。
翌
年
二
月

十
五
日
、
執
権
北
条
時
宗
の
命
に
よ
り
南
方
探
題
北
条
時
輔
（
時
宗
異
母
兄
）
を
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攻
め
滅
ぼ
す
。
建
治
二
年
十
二
月
四
日
に
六
波
羅
探
題
を
辞
し
て
鎌
倉
に
下
向
し
、

翌
年
六
月
に
評
定
衆
と
な
っ
た
が
、
八
月
十
七
日
に
二
十
五
歳
で
没
す
る
。

【
解
説
】
多
武
峯
寺
内
九
品
院
の
院
主
職
お
よ
び
そ
の
所
領
で
あ
る
大
和
国
稲
渕
荘

内
塔
堂
・
干
川
両
名
を
め
ぐ
る
相
論
に
関
す
る
文
書
。
⑳
と
㉑
は
も
と
は
一
通
の

文
書
で
、
間
に
別
紙
は
挟
ま
ず
直
接
接
続
す
る
と
思
わ
れ
る
。
本
相
論
関
係
文
書

の
中
で
最
も
成
立
が
早
く
、
訴
人
良
忠
が
最
初
に
作
成
し
た
申
状
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
書
で
良
忠
は
、
栄
範
を
良
性
殺
害
犯
の
一
人
と
決
め
つ
け
、
彼
が
九
品
院
に

移
住
し
て
こ
れ
を
押
領
し
、
使
者
を
塔
堂
・
干
川
両
名
に
派
遣
し
て
田
地
の
濫
妨

を
行
っ
て
い
る
と
し
て
、
栄
範
の
院
主
職
を
改
易
す
る
と
と
も
に
、「
相
伝
之
道

理
」・「
師
弟
之
由
緒
」
に
基
づ
き
、
良
忠
の
院
主
職
補
任
と
両
名
田
地
の
進
退
権

を
認
め
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
栄
範
は
、「
多
楽
院
之
沙
汰
」
に

よ
る
院
主
職
補
任
と
九
品
院
復
興
の
功
績
に
よ
り
院
主
職
お
よ
び
関
係
所
領
の
領

掌
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
（
5
―
④
・
⑤
）。
多
武
峯
惣
寺
―
多
楽
院
の
存

在
を
背
景
と
す
る
栄
範
に
対
し
、
良
忠
は
氏
長
者
鷹
司
家
の
裁
許
や
一
乗
院
の
成

敗
な
ど
を
根
拠
に
裁
判
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

5
―
④
・
⑤
【
解
説
】
も
参
照
。

【
墨
映
文
書
】
⑳
・
㉑
と
も
に
な
し
。

【
関
連
史
料
】
5
―
④
・
⑤
前
掲
史
料
、（
年
月
日
未
詳
）
九
品
院
院
主
良
算
重
申
状

（
弘
安
六
・
十
〜
十
一
紙
背
、『
鎌
』
一
八
―
一
三
六
四
八
）、
正
安
四
年
十
月
十
五

日
良
算
水
田
処
分
状
（『
鎌
』
二
八
―
二
一
二
六
三
）。

【
参
考
文
献
】
木
村
英
一
「
鎌
倉
後
期
多
武
峯
小
考
」〔
同
『
鎌
倉
時
代
公
武
関
係
と
六

波
羅
探
題
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
〕。

（
木
村
英
一
）

㉒　

某
注
進
状
案　

　

○
『
鎌
』
未
収

□
神〔

一
〕宮

神
主
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□　

御
教
書
、
注
進
内

〔
二
〕宮

并
西
宝
殿
□

□
宮
司
今
月
三
日
告
状

□
□
□
□
□
□    　

□
□

（
御
）教

書

、
内
宮
并
西
宝
殿
御
鏁

〔
三
〕事

、
先
相
計
可
開
□

□
令
下
知
給
之
条
、
可
宜
之
由
昨
日
於　

殿
〔
四
〕下

御
沙
汰
候
□

□
其
意
者
謹
所
請
如
件
、
□
□
祢

〔
五
〕宜

等
凝
□

（
潔
カ
）□

廻
商
□

□
月
十
一
日
参
拝
奉
仕
之
処
、
正
殿
御
鏁
令
被
開
給
、　

叡
誠
□　

□
□
慮
神
慮
通　

叡
誠
欽
仰
之
至
弥
致
懇
祈
、
次
参
西
宝
□

□
□
仕
也
、
此
条
雖
為
難
儀
無
□

（
事
カ
）令

被
開
給
□

（
数
カ
）□

□

□
仍
注
進
如
件
、

【
語
句
】〔
一
〕
神
宮
神
主　

本
文
中
に
「
内
宮
」
と
あ
る
の
で
、
太
神
宮
神
主
。

〔
二
〕
内
宮
并
西
宝
殿　

内
宮
正
殿
と
内
宮
西
宝
殿
。
宝
殿
は
東
西
二
殿
が
あ
っ
た
。

〔
三
〕
鏁　

内
宮
・
外
宮
と
も
に
、
正
殿
・
西
宝
殿
・
東
宝
殿
の
三
殿
は
鏁
で
封
が

さ
れ
て
い
て
、
必
要
な
時
に
鎰
で
開
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

〔
四
〕
殿
下　

弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
八
月
十
一
日
に
鷹
司
兼
平
が
関
白
を
辞
し
、

二
条
師
忠
が
関
白
、
氏
長
者
に
な
っ
て
い
る
。

〔
五
〕
祢
宜　

内
宮
禰
宜
。

【
解
説
】『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
十
年
十
月
二
日
条
に
、
こ
の
日
に
兼
仲
が
参
院
し
て
神

宮
の
申
す
「
内
宮
正
殿
并
西
宝
殿
御
鏁
渋
固
不
令
開
」
こ
と
を
奏
聞
し
た
と
あ
り
、

同
二
十
三
日
条
で
は
、
こ
の
件
が
そ
の
後
無
沙
汰
で
あ
る
が
い
か
が
す
る
べ
き
か

と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
年
十
一
月
十
四
日
太
神
宮
司
解
案

（
正
応
元
・
九
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
九
〇
）
に
よ
れ
ば
、「
内
宮
并
西
宝

殿
御
鏁
事
、
先
相
計
可
開
試
由
」
が
載
せ
ら
れ
た
十
月
二
十
六
日
付
の
御
教
書
を

得
て
、
太
神
宮
司
が
禰
宜
等
に
下
知
し
た
と
こ
ろ
、
禰
宜
等
か
ら
の
請
文
が
届
い

た
と
あ
る
。
本
文
書
に
見
え
る
宮
司
の
「
今
月
三
日
告
状
」
が
こ
の
下
知
に
あ
た

る
と
す
れ
ば
、
本
文
書
は
禰
宜
等
の
請
文
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
作
成
時
期
は
弘
安

十
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
内
宮
正
殿
と
西
宝
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殿
の
鏁
が
開
か
な
か
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
、

神
宮
奉
行
の
兼
仲
を
通
じ
て
相
談
さ
れ
た
。
後
半
は
判
読
不
能
の
文
字
も
あ
り
意

味
が
と
り
に
く
い
が
、
鏁
を
開
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
禰
宜
等
が
十
一
月
十
一
日

に
参
拝
し
、
正
殿
・
西
宝
殿
と
も
に
鏁
が
開
い
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

【
関
連
史
料
】『
兼
仲
卿
記
』
弘
安
十
年
十
月
二
・
二
十
三
日
条
、
弘
安
十
年
十
一
月

十
四
日
太
神
宮
司
解
案
（
正
応
元
・
九
紙
背
、『
鎌
』
二
一
―
一
六
三
九
〇
）。

（
正
木
有
美
）

㉓　

内
宮
祢
宜
等
連
署　

　
　

○
『
鎌
』
未
収

　

祢
宜
正
四
位
上
荒

〔
一
〕木

田
神
主
「（

異
筆
）興

氏
」

　

祢
宜
正
四
位
上
荒

〔
二
〕木

田
神
主
「（

異
筆
）経

有
」

　

祢
宜
正
四
位
下
荒

〔
三
〕木

田
神
主
「（

異
筆
）氏

成
」

　

祢
宜
正
四
位
下
荒

〔
四
〕木

田
神
主
「（

異
筆
）成

言
」

【
語
句
】〔
一
〕
荒
木
田
神
主
興
氏　
「（
皇
太
神
宮
禰
宜
）
補
任
次
第
」（『
神
道
大
系
』

神
宮
編
五
）
よ
り
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
か
ら
内
宮
禰
宜
。

〔
二
〕
荒
木
田
神
主
経
有　

同
じ
く
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
か
ら
内
宮
禰
宜
。

〔
三
〕
荒
木
田
神
主
氏
成　

同
じ
く
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
か
ら
内
宮
禰
宜
。

〔
四
〕
荒
木
田
神
主
成
言　

同
じ
く
弘
安
五
年
か
ら
内
宮
禰
宜
。

【
解
説
】
内
宮
禰
宜
等
の
連
署
。
6
―
㉒
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
墨
映
文
書
】
な
し
。

（
正
木
有
美
）

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
三
日
受
付
、
二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日
審
査
終
了
）

生
駒
孝
臣
（
大
阪
市
史
料
調
査
会
調
査
員
、
関
西
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

木
村
英
一
（
関
西
大
学
・
京
都
学
園
大
学
等
非
常
勤
講
師
）

栗
山
圭
子
（
神
戸
女
学
院
大
学
専
任
講
師
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
愛
（
関
西
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
健
太
郎
（
龍
谷
大
学
特
任
准
教
授
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
野
貢
（
武
庫
川
女
子
大
学
准
教
授
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
有
美
（
神
戸
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
和
浩
（
大
阪
大
学
准
教
授
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
智
之
（
中
部
大
学
教
授
）


